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１３－１．用途
アソシエーション分析（association ： 連想、関連）は、大量に蓄積したデータ（ビッグデータ）を使ってデータ間の相互関係など
を調べて役立つ情報を見出す技術、言い換えれば有益な情報を採掘する（mine）するデータマイニング技術の一つである。
この分析の実用例として有名なのが小売りでの「おむつとビール販売の関連性」の発見である。おむつとビールの両方を購入
するお客様の数は少ないものの、おむつを購入した人のうち多くの人がビールを購入していたことが分かった。データを分析
した結果、子供のいる家庭では母親はかさばる紙おむつを父親に買ってくるように頼み、買い物に来た父親は、なんとついで
にビールを購入していたという訳だ。そしてこの分析結果を活かし、おむつとビールを並べて陳列するようにしたら売上げが増
えたという事例である（この事例の真偽には諸説ある）。
お客様の買い物籠（バスケット）の中身を分析（バスケット分析）するにあたり、レシートの内容を分析しどの商品とどの商品が
一緒に売れたかをアソシエーション分析で調べる。この分析結果を使って、キャンペーンなどの販促活動や商品陳列方法の
改善などに活かすことができる。クロスセル（併売）、アップセル（より高額な商品の販売）などによる売り上げの増加や客単価
の改善などが期待できる。

１３－２．分析の評価指標
アソシエーション分析では、（表１）の４つの指標（通常は、人気度を除いた３つの指標）を使う。リフトの値が 1 より大きな値を
とるときは併売効果があるとみて、商品 X を購入されるお客様に商品 Y もお薦めするという販促施策に活かされる。

指標 計算式 説明

人気度
商品 Y を購入した人数 / 全体人数
（商品 Y があるレシートの数 / 全体のレシートの数）

全体の中で、商品 Y を購入した人の割合

支持度
商品 X と商品 Y を購入した人数 / 全体人数
（商品 X と商品 Y があるレシートの数 / 全体のレシートの数）

全体の中で、商品 X と商品 Y を購入した人の割合

信頼度
商品 X と商品 Y を購入した人数/ 商品 X を購入した人数
（商品 X と商品 Y があるレシートの数 / 商品 X があるレシートの数）

商品 X  を購入した人の中で、商品 Y を購入した人の割合

リフト リフト = 信頼度 / 人気度

商品 X を購入した上で商品 Y を購入する人の割合（分子）と
商品 Y を単独で購入する人の割合（分母）の比
リフト > 1 で、商品 Y の単独購入に比べ、商品 X と商品 Y の
同時購入の比率が高いということを示す。
つまり、併売効果あるということを示す。

（表１）評価指標



A・C A・F A・G A・H C・F C・G C・H F・G F・H G・H
1 1 1 0 1 1 0 1 0 1 0
2 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0
3 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0
4 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
6 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0
7 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1
8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0
10 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1

総計 5 3 3 4 5 2 4 3 6 2

レシートNo
商品の組合せ（２種類）

A C F G H
1 1 1 1 0 1
2 1 0 0 0 1
3 0 0 1 1 0
4 1 1 1 0 0
5 1 0 0 1 0
6 0 1 0 0 1
7 1 1 1 1 1
8 0 0 0 1 0
9 1 1 1 0 0
10 1 1 1 1 1

総計 7 6 6 5 5
支持度（％） 70 60 60 50 50

レシートNo
商品名

１３－３．分析の手順 （１/２）
レシート 10 枚、商品 10 種類の例でアソシエーション分析を行う。

１）（表２）はレシートのデータを整理した表である。レシートごと
に購入された商品のカラムには数字の 1 を記入している。
商品ごとの購入数は総計で確認できる。
レシート枚数 = 10 枚であり、商品ごとの総計をレシート枚数
数で割って支持度とする。支持度を見れば商品の購入度合
いが分かる。
商品購入の相互関係を調べるアソシエーション分析では、
商品の組合せの数が多いと計算負荷が膨大になる。そこで、
それを避けるため、よく購入されている商品、つまり支持度
の高い商品に絞って分析を行う方法が採用されている。
この分析手順をアプリオリ・アルゴリズムという。
（注）a priori ： 事前の、演繹的な

２）（表３）は、（表２）で支持度の高い商品に絞り込んだレシート
データである。（表２）で支持度 50% 以上の商品である。

（表２）レシートデータ（架空データ）

（表３）支持度で絞り込んだ
レシートデータ

（表４）２種類の商品を同時に購入したレシートの確認

３）（表４）は、（表２）の商品のなかから２種類の商品を同時に
購入しているレシートのカラムに数字の 1 を記入した表で
ある。あとの計算に使用する。

①③

②

⑥

A B C D E F G H I J
1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
2 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0
3 0 0 0 1 1 1 1 0 1 0
4 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0
5 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0
6 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
7 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0
8 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1
9 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1
10 1 1 1 0 0 1 1 1 0 0

総計 7 4 6 3 2 6 5 5 2 3
支持度（％） 70 40 60 30 20 60 50 50 20 30

レシートNo
商品名



A・C→F A・C→G A・C→H C・F→A C・F→G C・F→H F・H→A F・H→C F・H→G
人気度 0.600 0.500 0.500 0.700 0.500 0.500 0.700 0.600 0.500
支持度 0.500 0.200 0.300 0.500 0.200 0.300 0.300 0.300 0.200
信頼度 1.000 0.400 0.600 1.000 0.400 0.600 0.500 0.500 0.333
リフト値 1.667 0.800 1.200 1.429 0.800 1.200 0.714 0.833 0.667

指標

商品組合せ

１３－３．分析の手順 （２/２）
４）（表５）は、２種類の商品を購入したときのアソシエーション分析の指標の計算結果である。A → C は商品 A を購入した上

で商品 C を購入したことを表す。以下、計算式を A → C の場合を代表して記す。

商品 C 単独購入の人気度 = （表３）商品 C のレシート枚数 / レシート総数 = （表３）の ① / 10 = 6 / 10 = 0.6 （表２）の支持度と同じ
商品 A と C 同時購入の支持度 = （表４）同時購入レシート枚数 / レシート総数 = （表４）の ② / 10 = 5 / 10 = 0.5
商品 A と C 同時購入の信頼度 = （表４）同時購入レシート枚数 / （表３）商品 A のレシート枚数 = (表４）の ② / （表３）の ③ = 5 / 7 = 0.714   
商品 A の購入による商品 C のリフトの比率 = （表５）信頼度 / （表５）人気度 = （表５）の ⑤ / （表５）の ④ =  0.714 / 0.6 = 1.19

（表５）２種類の商品を同時に購入ときの指標

（表５）から、支持度 50% 以上のケースに注目すると、併売によるリフトの値が大きいのは、商品 F を購入した上で商品 H 
を購入する場合とその逆の場合（リフトの値 1.714）であることが分かる。商品 F と商品 H との併売効果が期待できる。

A→C A→F A→G A→H C→A C→F C→G C→H F→A F→C F→G F→H G→A G→C G→F G→H H→A H→C H→F H→G
人気度 0.600 0.700 0.500 0.500 0.700 0.700 0.500 0.500 0.700 0.600 0.500 0.500 0.700 0.600 0.700 0.500 0.700 0.600 0.700 0.500
支持度 0.500 0.300 0.300 0.400 0.500 0.500 0.200 0.400 0.300 0.500 0.300 0.600 0.300 0.200 0.300 0.200 0.400 0.400 0.600 0.200
信頼度 0.714 0.429 0.429 0.571 0.833 0.833 0.333 0.667 0.429 0.714 0.429 0.857 0.600 0.400 0.600 0.400 0.800 0.800 1.200 0.400
リフト 1.190 0.612 0.857 1.143 1.190 1.190 0.667 1.333 0.612 1.190 0.857 1.714 0.857 0.667 0.857 0.800 1.143 1.333 1.714 0.800

商品組合せ

指標

５）次いで、（表５）で支持度 50% 以上の２種類の併売品に関して、
さらに３種類目の併売品を組み合わせるケースを確認する。
２種類の商品 A と C を購入した上（A → C, C → A）で商品 F,  
商品 G, 商品 H のいずれかを購入する場合、また、２種類と
して商品 C と F, および商品 F と H を購入した場合について
も同様に考える。
これら３種類の商品を同時購入したときのレシートを（表６）に
示す。

A・C・F A・C・G A・C・H A・F・H C・F・G C・F・H F・G・H
1 1 0 1 1 0 1 0
2 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 0 0 0
4 1 0 0 0 0 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0
6 0 0 0 0 0 1 0
7 1 1 1 1 1 1 1
8 0 0 0 0 0 0 0
9 1 0 0 0 0 0 0
10 1 1 1 1 1 1 1

総計 5 2 3 3 2 4 2

レシートNo
商品の組合せ（３種類）

（表６）３種類の商品を同時に購入したレシートの確認

６）（表７）は、３種類の商品を購入したときのアソシエーション分析
の指標の計算結果である。A・C → F は商品 A と C を購入の
上で商品 F を購入したことを表す。計算式を 以下、A・C → F
の場合を代表して記す。

商品 F の人気度 = （表３）の ⑥ / 10 = 6 / 10 = 0.6
商品 A, C, F の支持度 = （表６）の ⑦ / 10 = 5 / 10 = 0.5
商品 A, C, F の信頼度 = （表６）の ⑦ / （表４）の ② = 5 / 5 = 1
商品 F の購入によるリフトの比率 = （表７）信頼度 / （表７）人気度 = （表７）の ⑨ / （表７）の ⑧ =  1 / 0.6 = 1.667

（表７）から、支持度 50% 以上のケースに注目すると。併売によるリフトの値が大きいのは、商品 A と C を購入した上で
商品 F を購入する場合（リフトの値 1.667）と商品 C と F を購入した上で商品 A を購入する場合（リフトの値 1.429）である
ことが分かる。商品 A と商品 C と商品 F との併売効果が期待できる。

（表７）３種類の商品を同時に購入ときの指標
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